
５．積立金の明細

区 分 期 首 残 高 当 期 増 加 額 当 期 減 少 額 期 末 残 高 摘 要

前中期目標期間繰越積立
金

0 2¶277¶826¶719 627¶972¶447 1¶649¶854¶272 当期増加額 前中期目標期間から繰越の承認を受けた額
当期減少額 ６．目的積立金等の取崩しの明細を参照

通則法第44条第１項積立
金

1¶752¶081¶107 2¶153¶601¶703 3¶905¶682¶810 0 当期増加額 前中期目標期間最終年度の未処分利益
当期減少額 前中期目標期間繰越積立金 2¶277¶826¶719

国庫納付金 1¶627¶856¶091

~ \ 前中期目標期間最終年度の積立金残高は1¶752¶081¶107円であり、これに前中期目標期間の最終年度の未処分利益2¶153¶601¶703円を加えると積立金3¶905¶682¶810円となります。
] この積立金3¶905¶682¶810円のうち、今中期目標期間の業務の財源として繰越の承認を受けた額は2¶277¶826¶719円であり、差し引き1¶627¶856¶091円については国庫に納付しております。

６．目的積立金等の取崩しの明細

区 分 金 額 摘 要

前中期目標期間繰越積立
金取崩額

627¶972¶447 前中期目標期間において自己財源で取得した固定資産の減価償却費及び
除却相当額の取崩し等

計 627¶972¶447

７．運営費交付金債務及び当期振替額等の明細
\ 運営費交付金債務の増減の明細

交 付 年 度 期 首 残 高 交付金当期交付額
当 期 振 替 額

期 末 残 高
運営費交付金収益 資 産 見 返

運営費交付金 資 本 剰 余 金 建 設 仮 勘 定
見返運営費交付金 小 計

20 年 度 0 60¶138¶889¶000 51¶082¶417¶183 4¶879¶300¶691 22¶957¶879 200¶757¶223 56¶185¶432¶976 3¶953¶456¶024

合 計 0 60¶138¶889¶000 51¶082¶417¶183 4¶879¶300¶691 22¶957¶879 200¶757¶223 56¶185¶432¶976 3¶953¶456¶024

] 運営費交付金債務の当期振替額の明細
{ 20年度交付分

区分 金 額 内 訳

業務達成基準による振替額 計 ０ `（業務達成基準を採用した業務は無い）

期間進行基準による振替額 計 ０ `（期間進行基準を採用した業務は無い）

費用進行基準による振替額

運営費交付金収益 51¶082¶417¶183 {費用進行基準を採用した業務：全ての業務
|当該業務に関する損益等
ア）損益計算書に計上した費用等の額 49¶385¶960¶024

（研究費：45¶252¶116¶005、一般管理費：4¶090¶779¶521、その他の経費等：43¶064¶498）
イ）債務の支払額 1¶684¶552¶024 （リース債務1¶684¶552¶024）
ウ）資産の取得額 5¶114¶920¶928

（工具器具備品2¶067¶385¶833、機械装置1¶685¶530¶608、建物725¶687¶136、その他636¶317¶351）
}運営費交付金の振替額の積算根拠
費用49¶385¶960¶024＋債務支払1¶684¶552¶024＋資産取得5¶114¶920¶928＝56¶185¶432¶976

資産見返運営費交付金 4¶879¶300¶691

資 本 剰 余 金 22¶957¶879

建設仮勘定見返運営費
交付金 200¶757¶223

計 56¶185¶432¶976

会計基準第80第３項による振替額 ` 該当無し

合 計 56¶185¶432¶976
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